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愛南トピックス

今月の谷口町長は・・

「外科医」「麻酔科医」を
募集しています

「ふるさと愛南町」を
応援してください !

勝利を願い、
熱い声援を送る !

町政フラッシュ

「愛大南水研から、
こんにちは」

笑顔いっぱい！
愛なんっこ

愛南こみゅにけーしょん

元気いっぱい！
アイ・あい・愛ランド

あいなん掲示板

愛は南から

目次愛南
トピッ

クス
2～

3

4

5

8～

18～

20～

5/16
東海小学校で授

業参加日に、阪

神・淡路大震災

で被災した三
み た け

嶽

きよ江さん ( 緑丙

在住 ) を招いた公

開授業、矢田部

龍
り ゅ う い ち

一愛媛大学教

授による防災教

育講演会が行わ

れました。

「愛なんブランド」の創造に向けた施策について、南海放送の取材を受

けました。

5/27

246/8

6～

17

22～

あけぼのフレッシュゾーンテニスコートで「一本松地域ソフトテニス大会」が行

われ、中学 1年生から 77 歳の 22 ペア、計 44 名が参加し、楽しく汗を流しました。

表紙の写真コメント

エネルギッシュな踊

りを披露した南宇和高校吹

奏楽部員の阿賀田浩
ひ ろ の ぶ

照（2年）

くんです。

6/8

6 月 9 日から操

業を始めた「愛

南 コ ー ル セ ン

タ ー」( 社 長、

武田俊輔さん )

を谷口町長ほか

町関係者が視察

しました。現在、

38 名の従業員

が、オペレーター

業務を行ってい

ます。

6/12

16
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　5月は、西瀬戸グラウ

ンドゴルフ大会 (11 日 )、

町議会臨時会 (15日 )、愛

媛マンダリンパイレーツ

公式戦始球式 (18日 )、南

四国部品誘致町村連絡協

議会総会 (26 日、高知県

梼原町 )、愛媛県四国縦貫

横断自動車道建設促進協

議会総会 (30日、伊予市 )

等に出席しました。

　6月は、障害者の社会

参加を考える会理事会 (3

日 )、町身体障害者福祉協

議会総会 (5 日 )、全国高

速道路建設協議会総会 (6

日、東京都 )、第 26 回愛

媛県消防操法南宇和地区

大会 (8 日 )、第 2回町議

会定例会 (12日 )、関東南

高同窓会 (15日、東京都 )

等に出席しました。

　6 月 14 日、 午 前 8 時

43分に岩手・宮城内陸地

震が発生し、テレビ、新

聞等で伝えられる状況を

見て、とても心痛む思い

です。また、この地震で

お亡くなりになられた方

には、心からご冥福をお

祈り申し上げます。

　本町においても、住民

の皆様と地震等の災害に

対する危機意識を共有し、

官民一体となって防災力

を高めていくことが重要

だと再認識しました。皆

様のご協力をお願いしま

す。

今月の谷口町長は・・

御荘湾片の浜の清掃活動に参加した愛媛大学南予水産研究センターほ

か、参加者の皆さんです。

5/30

愛媛マンダリンパイレーツ公式戦で大役を務めた「町合唱団リーフレッ

ト」の皆さんです。

5/18

今号
の

注目記
事

第 26 回愛媛県消防操法南宇和地区大会で、選手宣誓をした、御荘方面

隊第 3分団の清家輝
て る ひ こ

彦菊川支部長です。

6/8

6/8
「第 4回あいなん学生音楽祭」を盛り上げた中高生の皆さんです。
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「
外
科
医
」「
麻
酔
科
医
」を
募
集
し
て
い
ま
す

国
保
一
本
松
病
院
か
ら

1 

採
用
予
定
人
員
及
び
職
務
内
容

　

   

採
用
予
定
人
員

職
務
内
容

外
科
医  

1
名

麻
酔
科
医　

　
　
　

  

1
名

国
保
一
本
松
病
院
に
勤

務
し
な
が
ら
、
町
内
の

中
核
医
療
施
設
で
あ
る

県
立
南
宇
和
病
院
の
診

療
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

2 

応
募
資
格

　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
25
年
法
律

第
2
6
1
号
）
第
16
条
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
方
で
、
医
師
法

（
昭
和
23
年
法
律
第
2
0
1
号
）
に

よ
る
医
師
免
許
を
有
す
る
方
。

3 

勤
務
条
件

①
給
与

　

初
任
給
は
、
愛
南
町
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
（
平
成
16
年
愛
南
町

条
例
第
50
号
）
等
の
規
程
に
よ
り
、

勤
務
歴
や
経
験
等
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
。

②
勤
務
時
間
・
休
日

　

勤
務
時
間
は
、
原
則
と
し
て
1
週

40
時
間
で
す
。
休
日
は
、
原
則
と
し

て
、
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
（
12
月
29
日
か
ら
1
月
3

日
）
で
す
。

③
休
暇
等

　

有
給
休
暇
と
し
て
、
年
間
20
日

（
採
用
年
は
、
15
日
）
の
年
次
有
給

休
暇
の
ほ
か
、
特
別
休
暇
（
結
婚
、

産
前
産
後
な
ど
）
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
3
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た

め
、
育
児
休
暇
を
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

④
研
修
等

　

医
師
会
研
修
制
度
あ
り
。
学
会
へ

の
参
加
も
可

4 

申
込
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
（
原
則
と
し
て

A
3
判
二
つ
折
り
、
又
は

A
4
判
）
に
、
顔
写
真
（
カ

ラ
ー
、
脱
帽
、
正
面
向
き
）

を
貼
付
し
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
医
師
免
許
証
の
写

し
（
A
4
判
）
を
添
え
て
、

次
の
と
こ
ろ
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

（
提
出
先
）

  

〒
7
9
8-

4
1
9
6 

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛
南
町

　

城
辺
甲
2
4
2
0
番
地

　
　

愛
南
町
役
場

　
　

総
務
課
職
員
係
ま
で

5 

問
い
合
わ
せ

　

受

験

手

続

等

に

つ

い

て
は
、
総
務
課
（
℡  
７
２
―

１
２
１
1
）
へ
。
勤
務
要
件
等
に

つ
い
て
は
、
国
保
一
本
松
病

院
（
℡  
8
4
―

２
２
５
５
）
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
保
一
本
松
病
院
で
は
、
皆
様
の
暮
ら
し
を
医
療
の
面
か
ら
支
え
る
た
め
、
地
域
医
療
や
救
急
医
療
に
熱
意
を

持
ち
、
町
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
医
師
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.to

w
n
.ain

an
.eh

im
e.jp

/

）
又
は
国
保
一
本
松
病
院
（h

ttp
://

w
w
w
.1
4
.ocn.ne.jp/̃hp5

9
4
1
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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「
ふ
る
さ
と
愛
南
町
」を

　
　

  

応
援
し
て
く
だ
さ
い
!

　

愛
南
町
で
は
、
主
体
的
に
愛
南
町

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
た
だ

け
る
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。
今
後
、
多

く
の
方
々
の
「
ふ
る
さ
と
へ
の
思

い
」
を
寄
附
金
と
い
う
形
で
愛
南
町

に
届
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

○
「
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
制
度
と

は
?

 

「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
し
た
い
と

い
う
納
税
者
の
思
い
を
、
寄
附
と
い

う
形
で
「
ふ
る
さ
と
」
に
伝
え
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
納
税
者
が
自
治
体

に
寄
附
し
た
場
合
、
現
在
、
住
ん
で

い
る
場
所
の
自
治
体
で
納
め
る
住
民

税
や
所
得
税
か
ら
寄
附
金
額
の
一
部

が
控
除
さ
れ
る
寄
附
金
税
制
の
こ
と

で
す
。

○
ど
ん
な
形
で
寄
附
で
き
る
の
?

　

愛
南
町
で
は
、
本
町
の
ま
ち
づ

寄
附
さ
れ
る
方
が
、
テ
ー
マ
を
指
定
し
て
「
愛

南
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」
に
寄
附
を
し
ま

す
。
テ
ー
マ
を
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

町
長
が
事
業
を
指
定
し
ま
す
。

 

① 

美
し
い
ふ
る
さ
と
へ(

生
活
環
境)

 

② 

活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
へ(

産
業
・
観
光
事
業)

 

③ 

豊
か
な
文
化
を
育
む 

ふ
る
さ
と
へ

 　

 (

人
権
・
教
育
・
文
化
事
業)

 

④ 

優
し
さ
溢
れ
る
ふ
る
さ
と
へ

 　
 (

健
康
・
福
祉
事
業)

 

⑤ 
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
へ

 　

 (
生
活
基
盤
事
業) ▼

く
り
を
次
の
5
つ
の
テ
ー
マ
に
分
類

し
、
好
き
な
テ
ー
マ
を
選
択
し
て
、

寄
附
金
を
納
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

内
容
等
詳
し
く
は
、
企
画
財
政
課

（
℡  
7
2
―

7
3
1
7
）
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

美しいふるさとへ
（清掃活動）

豊かな文化を育む
ふるさとへ
（マリンスポーツ
　体験事業）

安心して暮らせるふるさとへ
（中浦地区防災訓練）

優しさ溢れる
ふるさとへ
（健康づくり
　教室）

活力ある
ふるさとへ
（愛なん
   ブランドの
   創造）

  「トレッキング・
　　ザ・空海あいなん」
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勝
利
を
願
い
、
熱
い
声
援
を
送
る
!
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南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場
で
、
四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ

公
式
戦
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
と
香
川
オ
リ
ー
ブ
ガ
イ

ナ
ー
ズ
の
試
合
が
行
わ
れ
、
9
3
7
名
の
野
球
フ
ァ
ン
が
熱
い
声
援
を
送
り

ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元
開
催
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
谷
口
町
長
か
ら
両

チ
ー
ム
に
記
念
品
（
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
）
が
送
ら
れ
「
愛
南
町
子
ど
も
合
唱
団

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
が
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
応
援
歌
と
国
歌
を
合

唱
、
南
宇
和
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
を
務
め
ま
し

た
。
そ
の
他
、
南
宇
和
軟
式
野
球
連
盟
の
皆
さ
ん
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
清
掃
等

の
試
合
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
球
場
周
辺
で
は
、
本
町
の

物
産
品
や
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
の
グ
ッ
ズ
販
売
も
行
わ
れ
、
多
く

の
方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
で
は
、
終
盤
ま
で
長
崎
選
手
の
ソ
ロ
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど
で
愛
媛
マ
ン

ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
が
5
対
1
と
リ
ー
ド
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
終
盤
、
香

川
に
加
点
さ
れ
、
5
対
5
の
引
き
分
け
と
い
う
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。

　

次
回
、
8
月
16
日
・
17
日
の
公
式
戦
で
は
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
の
勝
利
を
信
じ
、
再
び
熱
い
声
援
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

5/
　18

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
を
応
援
し
よ
う 

　

南
レ
ク
城
辺
公
園
野
球
場
で
、
愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー

ツ
の
公
式
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

四
国
・
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
2
0
0
8 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
杯

愛
媛
マ
ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ツ
vs
福
岡
レ
ッ
ド
ワ
ー
ブ
ラ
ー
ズ

日
時  

8
月
16
日
（
土
） 

15
時
プ
レ
イ
ボ
ー
ル

　
　

（
福
浦
小
風
の
子
太
鼓
が
出
演
予
定
）

　
場
所 

南
レ
ク
城
辺
野
球
場

イ
ベ
ン
ト
内
容   

選
手
に
よ
る
野
球
指
導
（
テ
ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
物
産

販
売
な
ど
。
そ
の
他
に
も
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
企
画

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課（
℡
7
3
―

1
1
1
1
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

17
日
（
日
） 

13
時
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
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議
会
事
務
局
か
ら

平
成
20
年　

第
２
回  

町
議
会
定
例
会

建
設
課
か
ら

命
の
道
、四
国
８
の
字

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
完
成
を
願
う
！

議
会
事
務
局
か
ら

平
成
20
年　

第
１
回  

町
議
会
臨
時
会

　

本
庁
議
場
で
、
平
成
20
年
第
２
回
議

会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
始
め
に
谷
口

町
長
が
「
本
町
に
と
っ
て
、
県
立
南
宇

和
病
院
の
医
師
不
足
は
と
て
も
深
刻
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
保

一
本
松
病
院
に
お
い
て
、
外
科
医
・
麻
酔

  6/   

12～20

　

御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
地

元
選
出
の
国
会

議
員
、
県
議
会

議
員
、
本
町
を

含
む
高
知
県
黒

潮
町
や
宇
和
島

市
等
の
首
長
や
議
長
、
商
工
会
、
青
年
会

議
所
な
ど
で
構
成
す
る
「
四
国
西
南
地

域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
」（
４
市
５
町

１
村
）の
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
同
協
議
会
会
長
で
あ
る
谷

口
町
長
が
「
道
路
整
備
費
財
源
特
例
法

改
正
案
が
衆
議
院
で
再
可
決
さ
れ
、
今
年

度
の
道
路
予
算
も
歳
入
欠
陥
が
生
じ
る

こ
と
も
な
く
安
堵
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
、
道
路
特
定
財

源
の
一
般
財
源
化
が
閣
議
決
定
さ
れ
る

等
、
依
然
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
速

道
路
整
備
を
粘
り
強
く
国
等
の
関
係
機

関
へ
求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」

と
、
開
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
平
成
20
年
度
の
事
業
計
画

と
し
て「
四
国
８
の
字
ル
ー
ト
の
早
期
完
成

に
つ
い
て
、地
元
選
出
国
会
議
員
や
国
土
交

通
省
、財
務
省
等
の
関
係
機
関
へ
の
要
望
活

動
。
都
市
部
で
の
啓
発
活
動
と
し
て
、都
市

部
の
電
車
や
公
共
交
通
機
関
へ
の
広
告
掲

載
」等
の
事
業
内
容
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
に
先
立
ち
「
一
般
国
道
56

号
一
本
松
・
宇
和
島
間
整
備
促
進
協
議

会
」
の
総
会
が
行
わ
れ
、
次
の
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
庁
議
場
で
、
第
１
回
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
始
め
に

谷
口
町
長
が
、
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

隆
祥
産
業
㈱
の
旧
松
下
寿
一
本
松
工
場

跡
地
へ
の
進
出
、
愛
南
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

の
操
業
等
、
経
過
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
愛
南
町
税
条
例
の
一
部
改

正
の
専
決
処
分
、
愛
南
町
過
疎
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関

す
る
条
例
の
制
定
、
愛
南
町
企
業
立
地

促
進
条
例
の
一
部
改
正
等
が
２
議
案
、

計
４
議
案
が
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
山
下
太た

い

三ぞ
う

議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

 5/
   15

科
医
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
７
月
に

行
わ
れ
る
知
事
要
望
に
お
い
て
も
、
引

続
き
、
県
立
南
宇
和
病
院
の
医
療
体
制

の
充
実
を
要
望
し
て
い
き
た
い
」
と
、

招
集
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
一
般
会
計
及
び
上
水
道
事
業

会
計
の
繰
越
計
算
書
等
の
報
告
の
後
、
宇

和
島
地
区
広
域
事
務
組
合
規
約
の
一
部
変

更
、
愛
南
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
条
例

の
制
定
、条
例
の
一
部
改
正
が
３
議
案
、平

成
20
年
度
一
般
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
及
び
上
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算

等
、
計
９
議
案
が
可
決
等
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
に
新
井

愛あ
い

子こ

さ
ん
（
一
本
松
）、
小
島
正ま

さ

俊と
し

さ
ん

（
柏
）、
末
武
文ふ

み

男お

さ
ん（
緑
乙
）が
推
薦
さ

れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期
満

了
を
迎
え
る
次
期
農
業
委
員
会
委
員
に

大
黒
富ふ

き

与よ

さ
ん
（
御
荘
菊
川
）、
岡
添
蔦つ

た

代よ

さ
ん（
城
辺
乙
）、
樫
元
久ひ

さ

江え

さ
ん（
広

見
）、
谷
口
八や

千ち

代よ

さ
ん（
福
浦
）の
４
名

が
議
会
よ
り
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
山
下
太た

い

三ぞ
う

、
西
口
孝

た
か
し

の
両

議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

な
お
、
公

開

に

は

２
ヵ
月
程

度
か
か
り

ま
す
の
で

ご
了
承
く

だ
さ
い
。

○
一
般
国
道
56
号
宇
和
島
道
路
の
早
期

完
成
を
図
る
。

○
津
島
以
南
の
高
規
格
道
路
等
の
整
備

促
進
を
図
る
。

○
愛
南
町
増
田
地
区
内
の
一
般
国
道
の

屈
曲
部
の
局
部
改
良
を
推
進
す
る
。

○
良
好
な
景
観
形
成
を
め
ざ
し
た
電
線

類
地
中
化
を
推
進
す
る
。

○
道
路
用
地
の
先
行
取
得
制
度
・
代
替

地
対
策
の
拡
充
、
強
化
を
図
る
。

○
交
通
安
全
施
設
を
計
画
的
か
つ
積
極

的
に
推
進
す
る
。

○
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
保
持
す

る
維
持
修
繕
費
を
増
額
す
る
。

○
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
受
益
者
負
担
と
い
う
制
度
趣
旨

に
則
り
、
地
方
の
道
路
整
備
予
算
の

確
保
・
充
実
を
図
る
。

 5/
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消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

助
け
合
い
、支
え
合
う

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

　
　

め
ざ
し
て

総
務
課
か
ら

委
員
を
公
募
し
ま
す
！

商
工
観
光
課
か
ら

起
業
を
め
ざ
す
方
を

支
援
し
ま
す
！

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
各
地

域
の
自
主
防
災
会
（
80
組
織
、
結
成

率
１
０
０
％
）
の
代
表
者
56
名
が
出

席
し
て
「
愛
南
町
自
主
防
災
会
代
表

者
会
」
が
行
わ
れ
、
各
防
災
会
の
連

携
、
強
化
を
目
的
と
し
た
「
愛
南
町

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

 5/
   18

委員の名称 愛南町御荘文化センター運営委員会委員

職務の内容 御荘文化センターの事業計画等、運
営全般に関して審議する。

報酬等の条件 日額　７,０００円（交通費支給あり）
公募人数 ２名（委員定数10名）
任　　期 委嘱の日から、平成22年3月31日まで

応募資格 町内在住で、文化活動等に熱意のあ
る方

応　募　先 御荘文化センター内、生涯学習課
募集期間 平成20年７月１日～22日まで
申込み先及び
問い合わせ先

御荘文化センター内、生涯学習課
（℡７３－１１１１）

　

次
の
と
お
り
「
愛
南
町
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
」
を
公
募
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

内
、
生
涯
学
習
課（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
..

to
w
n.ainan.ehim

e.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

愛
南
町
で
は
、
新
た
に
起
業
化
を

め
ざ
す
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り

「
愛
南
町
起
業
化
支
援
助
成
金
交
付

事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
事
業
を
積
極

的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
新
た
な

地
域
密
着
型
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

愛
南
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
又
は

グ
ル
ー
プ
で
、
法
人
を
設
立
し
て
地
域

に
密
着
し
た
事
業
に
取
組
も
う
と
す
る

方対
象
事
業

○
町
内
で
培
わ
れ
た
製
造
技
術
や
農

林
水
産
物
、
伝
統
工
芸
品
等
の
特
産

物
、
文
化
財
、
自
然
の
風
景
な
ど
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

○
地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業

助
成
額
等

　

対
象
と
な
る
経
費
は
「
設
備
、
備
品

費
、
土
地
、
建
物
賃
借
費
、
法
人
登
記

経
費
、
知
的
財
産
登
録
費
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
費
、
技
術
指
導
受
入
費
、
そ
の
他

の
経
費
」
で
す
。
助
成
額
は
、
初
期
的

経
費
（
そ
の
他
助
成
額
を
除
く
）
の
２

分
の
１
以
内
で
、
１
０
０
万
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
関
係
機
関
（
町
商
工
会
・

え
ひ
め
産
業
振
興
財
団
等)

の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
又
は
職
員
等
の
指
導
の
も

と
、
そ
の
他
機
関(

愛
媛
県
ほ
か
）
の
助

成
制
度
へ
応
募
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

商
工
観
光
課
に
助
成
金
交
付
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

申
請
手
続
等
、
詳
し
く
は
、
商
工
観

光
課
（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
中
で
、
愛
媛
県
環
境
防
災
局
の

左
官
正
雄
危
機
管
理
監
が
「
自
助
、
家

具
の
転
倒
防
止
の
必
要
性
」
と
題
し
た

講
演
を
行
い
「
災
害
時
に
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
家
具
の
固
定
等
、
で
き
る
こ
と

か
ら
実
践
し
て
ほ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
同
会
の
会
長
に
、
清
水

岩い
わ

門と

久
良
自
主
防
災
会
長
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
や
防
災
訓

練
等
を
通
じ
て
、
各
地
区
で
相
互
扶
助

の
精
神
を
養
い
、
有
事
の
み
な
ら
ず
、

温
も
り
の
あ
る
人
間
関
係
を
築
い
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
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消
防
本
部
消
防
課
か
ら

救
急
車
の
不
適
正
な

利
用
が
増
え
て
い
ま
す
！

総
務
課
か
ら

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

総
務
課
か
ら

「
春
の
叙
勲
」受
章
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
が
全
国

的
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
愛
南
町

で
も
、
平
成
19
年
の
救
急
車
の
出
動
件

数
は
１
，０
３
０
件
、
搬
送
人
員
は
１
，

０
０
０
名
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
約

半
数
は
、
緊
急
性
の
な
い
「
軽
症
」
の

方
が
占
め
て
い
ま
し
た
。
救
急
車
は
、

事
故
や
急
病
の
方
を
緊
急
に
病
院
に
搬

送
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

今
後
、
限
ら
れ
た
救
急
車
の
出
動
件

数
が
増
加
す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
を

必
要
と
す
る
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
「
救

え
る
命
」
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

事
故
や
急
病
で
、
救
急
車
以
外
に

搬
送
手
段
が
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず

「
１
１
９
番
通
報
」
を
し
て
い
た
だ

き
、
緊
急
性
の
な
い
病
気
や
ケ
ガ
の
場

合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
住
民
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
救
急
車
の
不
適
正
な
利
用
と
は
！

○
緊
急
性
の
な
い
ケ
ガ
や
病
気
で
救
急

車
を
利
用
し
た
。

○
子
ど
も
が
熱
を
出
し
、
自
家
用
車
が
な

く
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し
た
。

○
救
急
車
で
行
く
と
早
く
診
て
も
ら
え

る
と
思
っ
て
利
用
し
た
。

○
夜
間
・
休
日
に
、
ど
こ
の
病
院
に
行

け
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
利
用
し
た
。

○
救
急
車
の
適
正
な
利
用
と
は
！

○
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い
、
い
つ
も

と
様
子
が
違
う
。

○
息
苦
し
そ
う
で
、
息
を
し
て
い
な
い

よ
う
だ
。

○
激
し
い
痛
み
が
あ
る
。

○
ケ
イ
レ
ン
を
起
し
て
い
る
。

○
交
通
事
故
等
、
骨
折
や
大
量
の
出
血

等
が
あ
り
、
自
分
で
動
け
な
い
。

　

救
急
車
の
利
用
等
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
愛
南
消
防
本
部
消
防
課（
℡
７
２

―

０
１
１
３
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

本
町

の
山
本

美み

紀き

雄お

行
政
相

談
委
員

が
、
松

山
市
で

開
催
さ

れ
た
「
平
成
20
年
度
行
政
相
談
委
員
全

体
会
議
」
に
お
い
て
、
総
務
省
愛
媛
行

政
評
価
事
務
所
長
か
ら
感
謝
状
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
感
謝
状
は
、
行
政
に
対
す
る
住

民
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
に
向
け
た
地
道
な
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
町
に
は
、

山
本
さ
ん
の
ほ
か
に
、
次
の
方
が
行
政

相
談
委
員
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

氏　
　

名

担
当
地
域

　

藤　

井　

千ち

代よ

子こ

内　

海

　

橋　

岡　

仁ひ
と　

志し

御　

荘

　

黒　

澤　

民た
み　

彦ひ
こ

城　

辺

　

山　

口　

修
し
ゅ
う  

兒じ

一
本
松

○
山　

本　

美み

紀き

雄お

西　

海

※
氏
名
の
前
の
○
の
付
い
た
方
が
会
長
で
す
。

　

平
成
20
年
春
の
叙
勲

受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

本
町
か
ら
元
一
本
松
町

長
と
し
て
地
方
自
治
に

ご
尽
力
さ
れ
た
中
澤
良よ

し

夫お

さ
ん（
増
田
）が
「
旭

日
双
光
章
」
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
晴
れ
の
受
章
を
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  5/
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財
産
管
理
課
管
財
係
か
ら

町
有
地
売
払
い
の

お
知
ら
せ

船
舶
職
員
養
成
講
習
所
か
ら

小
型
船
舶
操
縦
士（
Ｉ
級
進

級
コ
ー
ス
・
２
級
及
び
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
）

免
許
講
習
会
の
お
知
ら
せ

町
民
課
か
ら

第
58
回
社
会
を

　

明
る
く
す
る
運
動
！

　

利
用
す
る
こ
と
の
な
く
な
っ
た
次
の

土
地
を
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却

し
ま
す
。
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
売
払
公
告
日
は
、
７
月
15
日
）

入
札
参
加
受
付
期
間

　

土
、
日
、
祝
祭
日
を
除
く
、
７
月
15

日（
火
）〜
８
月
４
日（
月
）午
後
５
時
30

分
ま
で
。
入
札
参
加
に
必
要
な
書
類

は
、
財
産
管
理
課
窓
口
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
が
、
愛
南
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
、
入
札
参
加
申
込
手
続
き
等
が

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

入
札
書
の
提
出
期
限　

　

９
月
１
日（
月
）　

午
後
５
時
30
分

開
札
の
日
時
及
び
場
所

　

９
月
３
日（
水
） 

　

午
後
２
時
〜

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
３
階
中
ホ
ー
ル

入
札
方
法　

上
記
日
時
・
場
所
に
お
い

て
開
札
を
行
い
、
予
定
価
格
以
上
の
最

高
価
格
の
入
札
者
を
も
っ
て
落
札
者
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
物
件
に
対
す

る
最
高
落
札
提
示
者
が
複
数
の
場
合

は
、
直
ち
に
く
じ
引
き
に
よ
り
落
札
者

を
決
定
し
ま
す
。

物件
番号

所在地 地目 面　積 用途地域
接面
道路

排水 予定価格 摘　要

2
柏６６８番地１
(旧柏保育所跡
地)

宅
地

734.54㎡
(222.2坪)

無指定
建ぺい率
  　  70%
容積率
  　200%

町道
4.7m

排
水
路
あ
り

6,941,400円

境界確認
による現
状での売
払い

17
久良９６５番地
(大寿浦教員住
宅跡地)

宅
地

397.66㎡
(120.29坪)

無指定
建ぺい率
  　  70%
容積率
  　200%

なし

排
水
路
あ
り

290,200円

境界確認
による現
状での売
払い

現
地
説
明
会　

希
望
に
よ
り
現
地
説
明

を
行
い
ま
す
。

※
入
札
参
加
資
格
の
確
認
が
必
要
で
す

の
で
、
詳
し
く
は
財
産
管
理
課
管
財
係

（
℡
７
２
―

７
３
１
０
）ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

期
日

○
学
科　

７
月
14
日（
月
）〜
17
日（
木
）

○
審
査　

７
月
18
日（
金
）

○
実
技　

日
程
に
つ
い
て
は
、
学
科
開

講
時
に
通
知
し
ま
す
。

場
所　

愛
南
町
船
越　

船
舶
職
員
養
成

講
習
所（
実
技 

愛
南
町
船
越
港
）

受
講
料　

　

級
進
級　
　
　
　

４
３
，１
３
０
円

　

２
級　
　
　
　
　

１
２
３
，５
５
０
円

　

水
上
オ
ー
ト
バ
イ　

７
３
，６
０
０
円

   

（
受
講
料
、
免
許
申
請
等
を
含
む
）

受
講
手
続
き
に
必
要
な
書
類

○
受
講
申
込
書（
所
定
の
様
式
）

○
予
備
身
体
検
査
証
明
書　

（
所
定
の
様

式
、
タ
テ
4.5
㎝
、
ヨ
コ
3.5
㎝
の
写
真
１

枚
を
貼
付
）

○
住
民
票
１
通　

（
本
籍
地
記
載
の
も
の

で
、
１
年
以
内
の
も
の
）

○
写
真
３
枚　

（
タ
テ
4.5
㎝
、
ヨ
コ
3.5

㎝
で
枠
な
し
、
ス
ピ
ー
ド
写
真
不
可
。

６
ヵ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面

で
無
背
景
の
も
の
）

○
認
印

○
海
技
免
状　

（
所
有
し
て
い
る
方
の
み
）

申
込
先
等

　

申
込
等
、
詳
し
く
は
、
船
舶
職
員
養

成
講
習
所（
℡
８
２
―

０
２
２
２
）へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
者
少

数
の
場
合
は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
〈
７
月
８
日（
火
）が
申
込
締
切
〉

防
ご
う
犯
罪
と
非
行

　
　
　

助
け
よ
う
立
ち
直
り

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
す

べ
て
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

　

町
で
は
、
７
月
の
強
調
月
間
に
合
わ

せ
て
保
護
司
、
更
生
保
護
女
性
会
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
パ
レ
ー
ド
や
各
地
区

で
ミ
ニ
集
会
等
の
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
ミ
ニ
集
会
等
、
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
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総
務
課
か
ら

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」で
、

胴
長
太
鼓
と
や
ぐ
ら
台
を
整
備

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
農
業
簿
記
入
門
講
座
」を

開
催
し
ま
す

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

海
外
派
遣
農
業
研
修
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

消
防
本
部
防
災
対
策
課
か
ら

「
愛
南
町
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

開
催
の
お
知
ら
せ

税
務
課
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

「
平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
を
活
用
し
、
岩
水
地
区
の
春
夏
の

住
吉
祭
り
や
盆
踊
り
等
、
地
区
行
事
に

使
用
す
る
太
鼓
と
や
ぐ
ら
台
が
新
調
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
「
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
」
と
し
て
、
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
受
け
入
れ
た
宝
く
じ
の
収

　

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
・
愛
媛
県
産
業

振
興
課
で
は
、
農
業
に
携
わ
る
方
を
対

象
に
、
農
業
経
営
に
お
け
る
管
理
能
力

の
向
上
を
目
的
と
し
た
農
業
簿
記
入
門

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
簿
記
が
初
め
て

の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
記
帳
に
自
信
の
な

い
方
も
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時 

７
月
29
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

愛
媛
県
愛
南
庁
舎
２
階
会
議
室

内
容

・
農
業
簿
記
の
仕
組
み
と
メ
リ
ッ
ト

・
複
式
簿
記
で
使
う
用
語
説
明

・
記
帳
、
仕
分
け
の
方
法

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

詳
し
く
は
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡

７
２
―

７
３
１
１
）へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

㈳
国
際
農
業
者
交
流
協
会
で
は
、
国

際
的
な
視
野
と
優
れ
た
経
営
能
力
を

持
っ
た
地
域
農
業
の
担
い
手
と
な
る
人

材
の
育
成
を
目
的
に
、
海
外
派
遣
農
業

研
修
生
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修
先

⑴
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

　

○
ア
メ
リ
カ（
18
ヵ
月
）：
畜
産
、畑
作
、

野
菜
、落
葉
果
樹
、鉢
物
、切
花
、造
園

⑵
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス

　

○
ア
メ
リ
カ
（
６
〜
18
ヵ
月
）
：
畜

産
、
畑
作
、
野
菜
、
落
葉
果
樹
、

鉢
物
、
切
花
、
造
園

　

○
デ
ン
マ
ー
ク（
13
ヵ
月
）：
酪
農
、

肉
牛
、
養
豚

　

○
ド
イ
ツ
（
13
ヵ
月
）
：
酪
農
、
養

豚
、
鉢
物
、
落
葉
果
樹
、
露
地
野
菜

　

○
ス
イ
ス（
13
ヵ
月
）：
家
政
、
複
合

(

酪
農
・
果
樹)

、
野
菜

　

○
オ
ラ
ン
ダ（
13
ヵ
月
）：
酪
農
、
養

豚
、
養
鶏
、
馬
、
野
菜
、
切
花
、

鉢
物
、
苗
木
、
球
根

応
募
資
格

　

明
確
な
研
修
目
的
を
持
ち
、
英
語
の

初
歩
的
素
養
が
あ
る
方

愛
媛
県
で
の
受
付
締
切

　

７
月
24
日（
木
）

問
い
合
わ
せ
等

　

必
要
書
類
等
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
24
日（
日
）
午
後
１
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
容　
「
防
災
新
時
代
！
男
女
共
同
参

画
の
災
害
に
強
い
ま
ち
へ
」
と
題
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。
特
に
女
性

の
方
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。

益
を
財
源

と
し
、
自

主
的
な
コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
活
動

や
自
治
意

識
の
高
揚

を
図
る
こ

と
を
目
的

と
し
て
い

ま
す
。

　

今
月
（
平
成
20
年
７
月
）
か
ら
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通
徴
収
が

開
始
さ
れ
ま
す
。

　

普
通
徴
収
と
は
、
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
り
お
支
払
い
し
て
い
た
だ
く
方

法
で
、
期
別
の
納
期
限
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

期　別 納期限

第１期（７月） ７月31日（木）

第２期（８月） ９月１日（月）

第３期（９月） ９月30日（火）

第４期（10月） 10月31日（金）

第５期（11月） 12月１日（月）

第６期（12月） 12月25日（木）

第７期（１月） ２月２日（月）

第８期（２月） ３月２日（月）

第９期（３月） ３月31日（火） 宇佐正
まさ

志
し

会長ほか岩水地区役員の皆さん
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消
防
本
部
庶
務
課
か
ら

火
点
を
め
が
け
、
放
水
！

建
設
課
か
ら

災
害
危
険
箇
所
を

　
　
　

パ
ト
ロ
ー
ル

商
工
観
光
課
か
ら

夏
ま
つ
り
開
催
の
お
知
ら
せ

　

あ
け
ぼ
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で

「
第
26
回
愛
媛

県
消
防
操
法
南

宇
和
地
区
大

会
」
が
行
わ

れ
、
小
型
ポ
ン

プ
と
ポ
ン
プ
車

の
部
に
、
各
地

域
の
方
面
隊
か

ら
10
分
団
が
出

場
し
、
素
早
い

動
作
で
放
水
の

速
さ
を
競
い

  6/
    8

ま
し
た
。
各

分
団
と
も
、

同
大
会
に
備

え
、
連
日
連

夜
、
厳
し
い

練
習
が
続
い

た
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
選
手
を
含
め
各
団
員
の
方
々

に
は
、
消
火
活
動
の
基
本
を
学
ぶ
機
会

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
も
、
火
災

が
発
生
し
た
場
合
、
迅
速
な
消
火
活
動

が
で
き
ま
す
よ
う
、
日
々
の
訓
練
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
優
勝
し

た
分
団
は
、
７
月
27
日
に
開
催
さ
れ
る

県
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
で

す
。
愛
南
土
木
事
務
所
、
愛
南
警
察

署
、
愛
南
消
防
署
、
町
建
設
課
及
び
各

支
所
地
域
振
興
課
で
は
、
梅
雨
前
線
や

台
風
に
よ
る

豪
雨
に
よ
っ

て
、
土
砂
崩

れ
等
の
被
害

が
予
想
さ
れ

る
各
地
域
、

計
11
箇
所
の

危
険
箇
所
を

パ
ト
ロ
ー
ル

し
ま
し
た
。

○
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

１
位　

御
荘
方
面
隊

　
　
　
　

第
３
分
団
菊
川
支
部

　

２
位　

一
本
松
方
面
隊

　
　
　
　

第
３
分
団
増
田
支
部

○
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　

１
位　

御
荘
方
面
隊

　
　
　
　

第
１
分
団
平
城
支
部

　

２
位　

城
辺
方
面
隊

　
　
　
　

第
２
分
団
久
良
支
部

小型ポンプの部　１位の菊川支部の皆さん

ポンプ自動車の部　１位の平城支部の皆さん

　

各
地
域
の
夏
ま
つ
り
が
、
次
の
予

定
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
城
辺
ふ
れ
あ
い
土
曜
夜
市

　

７
月
12
日（
土
）

　

午
後
６
時
〜
町
商
工
会
城
辺
支
所
前

　

・
夕
涼
み
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
ほ
か

●
一
本
松
夏
祭
り　

７
月
20
日（
日
）

　

一
本
松
商
店
街　

午
後
５
時
〜

　

・
花
火
や
各
種
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

花
火
大
会　

午
後
８
時
30
分
〜

●
愛
南
町
夏
ま
つ
り

　

８
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

　

城
辺
商
店
街
ほ
か

　

・
花
火
や
各
種
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

２
日
午
後
９
時
〜

　

平
城
橋
付
近　

（
仕
掛
け
花
火
）

　

３
日
午
後
８
時
40
分
〜

　

僧
都
川
河
口　

（
打
上
げ
花
火
）

●
海
中
公
園
ま
つ
り　

８
月
16
日（
土
）

　

西
海
町
民
会
館
前
駐
車
場

　

午
後
７
時
〜

　

・
花
火
や
各
種
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

花
火
大
会　

午
後
８
時
30
分
〜

○
問
い
合
わ
せ　

詳
し
く
は
、
商
工
観

光
課（
℡
７
２
―

７
３
１
５
）又
は
町
商
工

会
本
所（
℡
７
３
―

０
７
０
０
）へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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保健事業のお知らせ（７月）
保
健
福
祉
課
か
ら

む
し
歯
0
本
、

　
　

お
め
で
と
う
！

　

町
で
は
、
５
歳
児
健
康
診
査
で
、
む

し
歯
が
０
本
だ
っ
た
お
子
さ
ん
を
表
彰

し
て
い
ま
す
。
５
月
27
日
に
実
施
し
ま

し
た
５
歳
児
健
診
で
は
、
36
名
の
受
診

者
の
う
ち
14
名
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
っ
か
り
歯
磨
き
を
し

て
、
き
れ
い
な
歯
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
。 

　

油　

袋　

伊　

勢　

太た
い　

陽よ
う 

く
ん　

　

柏　
　
　

中　

川　

歩い
ぶ　

紀き 

さ
ん　

  

家　
　

串　

細　

川　

実み　

咲さ
き 

さ
ん

  

御
荘
平
城　

樋　

口　

り　

さ 

さ
ん

  

御
荘
長
月　

藤　

田　
　
　

晶
し
ょ
う  

く
ん

  

御
荘
平
城　

落　

合　

知ち　

沙さ 

さ
ん

  

御
荘
平
城　

山　

下　

和か
ず　

朔さ 

く
ん

  

御
荘
平
城　

砂　

田　

理り　

沙さ 

さ
ん

御
荘
平
城　

近　

平　

佑ゆ　

月づ
き 

さ
ん　

御
荘
平
城　

中　

川　

和か
ず　

哉や 

く
ん　

御
荘
平
城　

福　

田　

勘か
ん　

太た 

く
ん　

久　
　

良　

竹　

田　

真さ
ね　

之ゆ
き 

く
ん　

広　
　

見　

宮　

岡　

幸こ
う　

大だ
い 

く
ん　

増　
　

田　

佐　

藤　
　
　

光
ひ
か
り 

く
ん　

各種健（検）診
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

特定健診・肺
大腸・前立腺
肝炎検査

7月  2日 水 正木集会所
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

7月  3日 木 菊川農村研修センター
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

7月  4日 金
長洲集会所   ９：３０～１０：３０

八幡野集会所 １３：３０～１４：３０

7月  7日 月
脇本集会所 １０：００～１１：００

中玉分館 １３：３０～１４：３０

7月  8日 火 東海公民館
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

7月17日 木 西海町民会館
  ９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

7月23日 水 新浦集会所
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

7月24日 木 久良ふるさとセンター
  ９：３０～１１：００

１３：３０～１４：３０

特定健診・肺・胃・大腸
前立腺・肝炎検査

7月28日 月 農協魚神山出張所   ８：００～１０：３０

7月29日 火 農協家串出張所   ８：００～１０：３０

胃がん検診

7月16日 水 一本松保健センター   ７：００～  ８：３０

7月18日 金 西海町民会館   ７：００～  ８：３０

7月22日 火
平山集会所   ７：００～  ７：３０

菊川農村研修センター   ８：００～  ８：３０

7月23日 水 御荘文化センター   ７：００～  ８：３０

7月24日 木 中浦ふれあい交流館   ７：００～  ８：３０

7月25日 金 内泊集会所   ７：００～  ８：３０

7月28日 月 赤水公民館   ７：００～  ８：３０

7月29日 火 御荘文化センター   ７：００～  ８：３０

7月30日 水 大成川集会所   ７：００～  ８：３０

7月31日 木 久家集会所   ７：００～  ８：３０

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

7月31日 木 家串公民館 １３：００～１４：３０

※特定健診を希望される方は、ご加入の医療保険から発行された特定健診
受診券と健康保険証をお持ちください。

乳幼児健康診査
内　容 月　日 曜日 場　所 対 象 者

５歳児健診 7月  1日 火
城辺保健福祉センター

H１５年４月１日～５月３１日生

乳児健診 7月15日 火 H１９年１２月１日～Ｈ２０年１月３１日生

育児相談
内　容 月　日 曜日 場　所 受付時間

みるく広場 7月  4日 金 一本松保健センター   ９：３０～１１：３０

育児相談 7月  8日 火 西海支所２階親子ふれあい交流室   ９：３０～１１：３０

育児相談 7月  9日 水 内海保健センター   ９：３０～１１：３０

みなみっ子 7月28日 月 御荘夢創造館   ９：３０～１１：３０

すくすく相談 7月30日 水 城辺保健福祉センター １３：３０～１５：００

その他
内　容 月　日 曜日 場　所 時　　間

乳児栄養相談
「もぐもぐ教室」

7月22日 火 城辺保健福祉センター
１３：００～１５：３０

事前申込み

病態栄養相談 7月23日 水 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み
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税
務
課
等
か
ら
！

７
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

７・８月行事予定表

第１日曜日   6日 岡澤クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第２日曜日 13日 福浦診療所 福　　浦 ☎83-0510

第３日曜日 20日 粉川内科 城 辺 甲 ☎72-2111

海　の　日 21日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

第４日曜日 27日 中浦診療所 中　　浦 ☎75-0503

備考１．診療時間は午前９時から午後４時まで。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城 辺 甲 ☎72-1231

７月の当直医
一　般　内　科

救　急　担　当

固

定

資

産

税

2期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

2期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

1期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず
督

促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま
す
。

町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め
る

べ
き
税
額
の
他
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、

駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月

末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
該
当
日

が
休
日
の
場
合
は
、
翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

  ７月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

 　２日・９日・１６日・３０日
水曜日の　AM8：30～10：00
８月の引取日は、
 　６日・１３日・２０日
水曜日の　AM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本庁又は各支所
まで連れてきてください。詳しくは、環境衛生課（℡72－
7316）又は各支所地域振興課まで問い合わせください。

城　辺

中
玉
バ
ス
停
跡
、
深
浦
鼻
前
、
久
良
・
深
浦
各
公
民
館
、

小
屋
の
浦
・
古
月
・
鯆
越
・
脇
本
各
集
会
所

7/28
8/28

僧
都
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
緑
公
民
館
、
三
島
団
地
、
愛

南
町
役
場
、
山
出
・
太
場
・
豊
田
各
集
会
所

7/24
8/26

城
の
辺
学
習
館
、
東
海
公
民
館
、
松
本
・
蓮
乗
寺
・
敦

盛
各
集
会
所

7/22
8/22

西　海

中
泊
埋
立
駐
車
場
、
西
海
支
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
外
泊
・

内
泊
・
船
越
・
小
浦
・
弓
立
・
越
田
各
集
会
所

7/17
8/20

武
者
泊
消
防
車
庫
前
、
麦
ケ
浦
バ
ス
停
裏
、
福
浦
駐
在
所

手
前
、
樽
見
小
学
校
跡
、
大
成
川
・
小
成
川
・
下
久
家
・
久

家
各
集
会
所

7/15
8/18

一本松

内
尾
串
駐
輪
場
、
旧
郵
便
局
、
上
大
道
公
民
館
、
広
見
・

中
川
各
コ
ミ
セ
ン
、
満
倉
・
小
山
本
村
・
正
木
各
集
会
所

7/11
8/13

内海

大
敷
貞
芳
作
業
所
、
荒
樫
、
魚
神
山
亀
井
作
業
場
、
船
越

運
河
、
油
袋
漁
民
セ
ン
タ
ー
、
旧
川
村
光
夫
作
業
場
、
ゆ

ら
り
内
海
裏
、
内
海
支
所
、
平
碆
・
柏
崎
・
各
集
会
所

7/9
8/11

御　荘

馬
場
消
防
詰
所
横
、
和
口
住
宅
駐
車
場
、
和
口
第
２
・
節

崎
・
馬
瀬
・
深
泥
・
寺
新
町
各
集
会
所

7/7
8/7

菊
川
公
民
館
、
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
、
平
山
・
長
洲
・
長

崎
・
貝
塚
・
八
幡
野
各
集
会
所

7/3
8/5

漁
村
振
興
セ
ン
タ
ー
、
御
荘
中
学
校
、
赤
水
・
長
月
各
公

民
館
、
猿
鳴
・
左
右
水
・
尻
貝
・
高
畑
各
集
会
所

7/1
8/1

７、８月の新聞・雑誌・ダンボール等、収集日のお知らせ!

日 曜 時　間 行事名 場　所

2 水 13：00～15：00 行政相談（内海地区） DE・あ・い・21

4 金 10：00～12：00
えひめＡＩ-2

（環境浄化微生物）
作成教室

篠山小学校

5 土 10：00～16：00
第７回四国西南地区

水泳競技会
御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター

6 日   9：30～16：30
第18回南レク

グラウンドゴルフ
愛媛大会

南レク城辺
野球場

9 水 13：00～15：00 行政相談 御荘文化センターほか

10 木 19：30～21：00 人権・同和教育基礎講座 御荘文化センター

12 土

  9：30～15：00 愛南ウォッチング 正木地区

13：00～16：00 笹まつり 城の辺学習館内

18：30～ 一本松中夕暮れコンサート
一本松中野外
ステージ

13 日   9：30～16：30
第6回4人制

ソフトバレー大会
御荘Ｂ＆Ｇ
海洋センター

15 火 19：30～21：00 同和問題基礎講座 御荘文化センター

18 金
10：00～15：30 社会保険・年金一日相談 商工会城辺支所

10：00～15：00 人権相談 城の辺学習館

19 土

  9：00～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【小学生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

13：00～15：00
海の日記念

スノーケル講習会
鹿島コーラル

ビーチ

20 日

  9：00～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【小学生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

  9：30～17：30
第５回フレンドリーカップ
ソフトバレー大会

御荘Ｂ＆Ｇ海洋
センターほか

26 土

  9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【中学生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

13：00～15：30
わくわく科学
実験ショー

御荘文化センター

27 日

  9：00～16：00
親子料理教室
（アレルギー）

御荘文化センター

  9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【中学生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

８月

6 水 13：00～15：00 行政相談（内海地区） DE・あ・い・21

8 金   9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【高校生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

9 土   9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【高校生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

10 日   9：30～16：30
愛南サッカーフェスティバル
【高校生の部】

南レク城辺多目的
グラウンドほか

愛いっぱい愛南産直市を実施します
皆さん、是非お越しください！

７月の実施日は、22日（火）～28日（月）です。
時間  10：00～19：00　場所  三越松山店
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「

愛
大
南水
研から、こんにちは

」

　

愛
南
町
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
月
号
よ
り
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
本
セ
ン
タ
ー
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
、
セ
ン
タ
ー
関
係
教
員
が
リ
レ
ー
形
式
で
自
己
紹
介
を
兼
ね
な
が
ら
、
愛
南

町
へ
の
思
い
な
ど
を
連
載
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、
こ
の
企
画
の
発
案
者
で
あ

る
私
か
ら
始
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
自
己
紹
介
】
滋
賀
県
出
身
、
農
家
の
長
男
で
す
。
大
学
時
代
ま
で
実
家
の
田
植
え
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
。
東
京
の
大
学
で
は
、
歴
史
も
勉
強
し
ま
し
た
が
、
南
太
平
洋
の
パ
ラ
オ
諸
島
で
調
査
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
カ
ツ
オ
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
で
は
、
法
学
部
出
身
な
の

で
「
異
色
の
水
産
社
会
学
者
」
カ
ツ
オ
漁
業
研
究
で
博
士
号
を
得
た
の
で
「
カ
ツ
オ
博
士
」
と
称
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
社
会
科
学
研
究
部
門
に
所
属
し
、
水
産
業
・
漁
村
地
域
に
お
け
る
社

会
構
造
や
生
活
文
化
の
学
際
的
研
究
を
行
い
ま
す
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
カ
ツ
オ
を
め
ぐ
る
産
業
と
文

化
の
研
究
で
、
カ
ツ
オ
大
好
き
人
間
で
す
。

【
愛
南
町
へ
の
思
い
】
私
は
「
一
期
一
会
」
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
お
り
、
愛
南
町
の
皆
さ
ん
と
共

に
語
ら
い
な
が
ら
、
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
。
愛
南
町
と
私
の
お
つ
き
あ
い
は
町
の
合
併
当
初
か
ら

で
、
町
の
依
頼
（
愛
南
か
つ
お
フ
ェ
ア
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

調
査
）
で
本
格
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
3
年
前
か
ら
、
町

内
の
幼
・
小
学
校
や
行
政
、
漁
協
な
ど
水
産
業
界
、
地
域
の

団
体
か
ら
の
温
か
い
支
援
で
、
水
産
版
食
育
の
「
ぎ
ょ
し
ょ

く
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育

コ
ン
ク
ー
ル
2
0
0
6
」
で
の
優
秀
賞
受
賞
の
感
激
は
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
年
5
月
に
は
「
愛
媛
県
愛
南
町

発
」
と
題
し
た
『
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
』
と
い
う
本
も
刊
行
し

ま
し
た
。
当
面
、
愛
南
町
で
中
心
と
な
る
私
の
仕
事
は
、
食

育
に
よ
る
地
域
活
性
化
で
す
。
今
秋
よ
り
「
愛
な
ん
食
育
プ

ラ
ン
」
（
仮
称
、
愛
南
町
食
育
推
進
計
画
）
の
策
定
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
皆
さ
ん
の
絶
大
な
る
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
の
視
点
か
ら
、
住
民
の
目
線
で
健
康
福
祉
・

教
育
・
産
業
な
ど
の
各
分
野
で
綿
密
な
行
動
計
画
を
立
て

て
、
愛
南
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
全
力
投
球
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

若林 良
よ し か ず

和先生
(南予水産研究センター副センター長・教授)

食育コンクール表彰式

▼

各書店で販売されています。
　是非、ご覧ください。
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笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
愛
な
ん
っ
こ

柏
保育所

家串
保育所

長崎
保育所

保健福祉課から 乳幼児期のむし歯を予防しよう!
愛南町のむし歯のある子どもの割合

3歳児歯科健診の結果、むし歯のあるこどもの
割合は年々減少傾向にありますが、5歳児健診
では、むし歯のある子どもの割合は高く変化は
みられません。

むし歯を予防するために!
①生活リズムを整える・就寝、

　起床の時間を決めると、3回の食事の時間

　も決まってきます。3回の食事をしっかり

　食べると間食が減ります。食べる回数や

　時間が調整されれば、はみがきなどの口

　腔ケアが効果的に行えます。

②1歳半頃までに、歯みがきの習慣をつ

　けましょう。

あなたの子育てをサポートします
実施場所 問い合わせ先 内　容 開設日 開設時間 お知らせ

はまゆう乳幼児保育所
地域子育て支援センター
「どんぐりの会・
さくらんぼの会」

はまゆう

乳幼児保育所内

７２－４３２８

サークル活動
月 １２：００～１７：００

火・木   ８：００～１３：００
園庭・保育室開放 水・金   ８：００～１７：００

育児（電話）相談
月～金   ８：００～１７：００
土   ８：００～１２：００

御荘子育て
支援センター
「こあら」

御荘保育所内

７２－０５９８

サークル活動 月・水・金   ８：００～１３：００
園庭・ホール開放 火・木   ８：００～１３：００
育児（電話）相談 月～金   ８：００～１７：３０

出張ひろば「こあら」出張場所：西海支所２階 サークル活動 第２火曜   ９：３０～１１：３０

こぶたの広場
プラザじょうへん内
７３－２２８８

※詳しくは「こぶた通信」記載

育児相談・つどいと交流
各種ワークショップ

月～金   ９：３０～１６：３０

●夕涼み会 12日(土)
　 17:00～20:00             
　はまゆう保育所

●親子水泳教室
　30日(水)10:30～11:30 　
　B&G海洋センタープール

●出張ひろば「わんぱく」9日(水)
10：00～城辺保健福祉センター

●「笹まつり」12日(土)13：00～
城辺公民館

●救急救命講習17日(木)10：30～
プラザじょうへん
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御荘湾の干潟を守ろう!

に け ー し ょ ん

5/9 伊予銀行地域文化活動の助成を受けました
　御荘菊川地区、唐獅子保存会(代表、橋岡源

も と む ね

宗さん)が「第33回伊
予銀行地域文化活動助成制度」を受け、獅子頭を新調しました。今
年度は、同地区を含め、県内の郷土芸能や音楽分野等の文化活動を
行っている計22団体が、この助成を受けました。

6/10 きれいな商店街がいい!
　町商工会の各女性部が、各地区商店街を
中心に、国道や町道に捨てられた空き缶や
プラスチック類のごみを回収しました。この
事業は「商工会の日」(6/10)を記念して、初め
て行われたもので、参加者もごみの多さに
驚いたようでした。今後も、商店街を思う心
で、美化活動等、美しいまちづくりに貢献し
てほしいと思います。

6/7

　「御荘湾自然観察会」(町主催)に36名の親子連れが参加され、網を
手に楽しそうに希少生物を探していました。講師を務めた宇和島水産

高校の水野晃
こ う き

秀教諭、県総合保健協会の須賀秀夫さんは『御荘湾の干
潟には「シオマネキ」や「ドロアワモチ」など、絶滅危惧種に指定されて
いる海浜生物がいる。この全国的にも貴重な干潟を、後世に残すことが
重要だ』と話されました。

6/10 放置ブイを再利用!
　大島海産社長の大島茂

た か い ち ろ う

一郎さんが、海岸等に漂着した真珠養殖等に使われていたブイを加
工したプランター「よみがえる君」を町に寄贈されました。寄贈された「よみがえる君」は、城辺
保育所でユニークなプランターとして園児たちを楽しませています。
 「よみがえる君」を製作した大島さんは『大量にある海岸漂着ごみを再利用できないかと考
え、草花を飾るプランターとして作った。この「よみがえる君」を見てもらうことで、地域の自然
環境を保全する意識を高めてほしい』と話されていました。

女性部城辺支所の皆さん

城辺保育所にて撮影
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愛 南 こ み ゅ
5/18　　　海辺を歩こう、ふれあいウォーキング!

5/18 頑張ることは、かっこいい!
　御荘文化センターで、愛媛マンダリンパイレーツシニアチーム
アドバイザーの石毛宏

ひ ろ み ち

典さんの講演会が行われ、少年野球の子ど
もたちを含む約100名が参加しました。
　講演の中で石毛さんは「地域経済の活性化や夢に挑戦する若者
を育てたい。そんな思いで、日本初の独立リーグ、四国アイラン
ドリーグを設立した。私は、プロ野球選手という夢にチャレンジ
する若者を、地域の方々で支えていただく、そんな温かい関係を地域社会の中に築きた
いと願っている。野球というスポーツを活かし、日本の地域を元気にしたい」と石毛流
人生哲学や地域独立リーグ設立への思いを熱く語られました。

　柏小学校(家串小学校を含む、22日)・東海小学校(23
日)で「劇団風の子」による「風の子バザール」が行われ
ました。この事業は、次代を担う青少年に豊かな感性を
育んでほしいと「ほっと計画委員会」(内海地域のまち
づくりグループ)が主催したものです。当日は、ロシアの
民話「ふえふきイワヌーシカ」やミャンマー、ジャマイカ
の民話を表情豊かに演じる役者に、児童や保護者も大
きな拍手で応え、異国の生活文化を学ぶ機会となりま
した。

　東海地区体育協会が主催し、東海公民館から柿ノ
浦港までの往復約7kmの遠足を兼ねたウォーキングを
開催しました。地区住民、老若男女75名の参加者があ
り、初夏の息吹を感じながら、改めて身近な生活環境
を見つめ直した一日となりました。

5/22・23 異国の風を感じる舞台を鑑賞!

5/30 美しい御荘湾を守りたい!
　御荘湾片の浜周辺で、南
宇和ライオンズクラブ主催
の「ごみO運動」が行われ、
蓮乗寺川をきれいにしたい
会や愛媛大学南予水産研究
センターの学生や研究員な
ど計10団体、約70名が参加
し、発泡スチロールやプラス
チック類など、2トンダンプ計
15台分の海岸漂着ごみを回
収しました。参加者も「減ら
ないごみの量にため息をつ
きながらも、やらないよりは
いい」と、笑顔でごみを集め
ていました。
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ラ
ン
ド

アイ・あい・愛
ラ
ン
ド

アイ・あい・愛

女子の部 1 位 婆来団

　

東
海
地
区
で
活
動
す
る
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
親
睦
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に

「
東
海
地
区
ク
ラ
ブ
対
抗
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合
で

は
、
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
熱
戦
が
続
き
、
楽
し
く
交
流
が
で
き
ま
し

た
。

○
女
子
の
部 

1
位 

婆
来
団
、
2
位 

ド
ロ
ッ
プ

○
男
子
の
部 

1
位 

プ
チ
ト
マ
ト
、
2
位 

ゴ
ー
チ
ャ
ン
ズ

親
睦
と
体
力
増
進
を
め
ざ
し
て
!

　

南
レ
ク
御
荘
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
「
第
6
回
西
瀬
戸
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
広
島
県
呉

市
な
ど
か
ら
計
2
4
9
名
（
う
ち
、
80
歳
以
上
の
方
が
35
名
）
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
多
く
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
愛
好
家
が
集
い
、
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
】

○
個
人
戦 

1
位 

小
野
圭
弘
（
浮
島
）

○
団
体
戦 

1
位 

市
坪
G
G
C

○
オ
ー
ル
2
打
賞 

和
田
善
光
（
生
石
A
）、
川
本
憲
児
（
ハ
ッ
ピ
ー
A
）

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞 

小
野
圭
弘
（
浮
島
）、
岩
﨑
忠
史
（
宮
前
）、
徳
田
勇
機
（
一
本
松
）、
柳
本
松
美
（
し
ま
な
み
B
）

○
技
能
賞 

1
位 

馬
渡 

紘
（
呉
焼
山
A
）

○
特
別
賞 

男
性 

小
野
圭
弘
（
浮
島
）、
女
性 

柳
本
松
美
（
し
ま
な
み
B
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
め
ざ
し
て
!

5/

11・12

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
時
に
お
け
る
熱
中
症
等
を
防
止
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
や
指
導
者
、
保

護
者
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
約
3
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
大
塚
製
薬
（
株
）
徳
島
支
店
の
上
田
卓た

く

や哉
さ
ん
を
講
師
に
招
き
「
水
分
補
給
の
ス
ス
メ
」
と
題
し
た
講
演
が

あ
り
、
熱
中
症
や
脱
水
症
状
を
防
ぐ
水
分
補
給
の
仕
方
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
上
田
さ
ん
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食

事
が
運
動
能
力
を
高
め
ま
す
。
体
に
良
い
食
生
活
を
し
て
、
競
技
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

水
分
補
給
の
大
切
さ
を
学
ぶ
!

5/
　24

5/

20～24

男子の部 1 位 プチトマト
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元気いっぱい！元気いっぱい！
自
転
車
の
安
全
な
利
用
を
学
ぶ
!

6/
　7

　

城
辺
小
学
校
体
育
館
で
、
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
を
め
ざ
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
た
自
転
車

の
利
用
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
「
平
成
20
年
度
交
通
安
全
子
ど
も
・
高
齢
者
自
転
車
南
宇
和
地
区
大
会
」

が
行
わ
れ
、
平
城
小
・
城
辺
小
の
児
童
や
高
齢
者
、
計
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
学
科
（
交

通
法
規
）
と
実
技
（
技
能
、
安
全
走
行
）
の
試
験
が
行
わ
れ
、
選
手
も
真
剣
な
表
情
で
安
全
確
認
を
し

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
大
会
で
優
勝
し
た
子
ど
も
チ
ー
ム
、
城
辺
小
A
（
花
岡
侑ゆ

う

な菜
、
松
比
良
菜な

つ

き月
、

堀
金
大ひ

ろ

む夢
、
西
本
凪な

ぎ

さ沙
）
と
高
齢
者
チ
ー
ム
（
中
尾
茂し

が

よ

し賀
、
松
蔭
秀ひ

で

ゆ

き行
、
二
宮
節せ

つ

お夫
）
は
、
県
大
会
（
7

月
6
日
、
松
山
市
で
開
催
）
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

城
辺
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
、
計
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
「
第
4
回
愛
南
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
大
会
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
、
必
死
に
ボ
ー
ル
を
奪
い
合
う
選
手
の
姿
に
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
保

護
者
の
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
】

1
位 

城
辺
長
月
M
B
C
、
2
位
平
城
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
勝
利
を
め
ざ
す
!

5/
　31

1 位 城辺長月MBC

2 位 平城スポーツ少年団ミニバスクラブ

ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
&
ボ
ー
イ
ズ
登
場
!

6/
　8

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
南
宇
和
高
校
吹
奏

学
部
、
内
海
、
御
荘
、
城
辺
、
一
本
松
の
各

中
学
校
、
町
外
か
ら
は
宿
毛
市
立
片
島
中
学

校
、
津
島
中
学
校
、
広
見
中
学
校
、
計
8
校

の
音
楽
部
や
吹
奏
楽
部
が
参
加
し
て
「
第
4

回
あ
い
な
ん
学
生
音
楽
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
は
超
満
員
と
な
り
、
南
宇
和
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
始
め
、
映
画
「
ス
ウ
ィ

ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」
の
よ
う
な
体
で
リ
ズ
ム
を

と
り
な
が
ら
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
、
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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心配ごと相談室
　無料で民生児童委員２名が日常生活でかかえる心配ごとの相
談をお受けします。
  ７月１２日・２３日　午後２時～４時
　御荘老人福祉センター

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）へ問い合わせください。

教
習
所
使
用
車
を

売
却
し
ま
す
！

南
宇
和
自
動
車
教
習
所
か
ら

海の日記念スノーケル
講習会のお知らせ！

◆
み
な
み
う
わ
句
会

物
の
芽
の
一
雨
毎
に
動
き
出
す　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

村
ひ
と
つ
椎
の
香
り
の
充
ち
満
ち
ぬ　
　

中
川
千
代
子

武
具
飾
る
部
屋
を
歩
行
器
駆
け
回
る　
　

小
島　

泰
子

初
鰹
行
き
つ
戻
り
つ
し
て
買
ひ
ぬ　
　
　

木
村　

智
子

連
休
や
街
に
貰
わ
れ
ゆ
く
め
だ
か　
　
　

若
林
八
重
子

大
和
路
に
三
山
を
見
て
花
を
観
て　
　
　

長
尾　

則
夫

研
ぎ
た
て
の
包
丁
に
お
い
て
初
鰹　
　
　

浜　
　

初
栄

花
茨

い
ば
ら

駐
車
禁
止
の
赤
き
文
字　
　
　
　
　

田
口　

ひ
さ

そ
れ

ぐ
の
氣
息
た
し
か
ゝ
夏
め
き
ぬ　

猪
野　

舟
水

囀
り
と
共
に
暮
ら
し
て
老
い
に
け
り　
　

宮
下　

峰
月

◆
城
辺
川
柳
会
「
友
」

悪
友
も
善
き
友
も
逝
き
黄
昏
る　
　
　
　
　
　

あ
き
子

今
は
亡
き
い
い
友
だ
っ
た
な
つ
か
し
む　
　
　
　

玉
子

気
の
お
け
ぬ
友
と
話
せ
ば
時
忘
れ　
　
　
　
　
　

朝
美

聞
き
役
に
徹
し
て
く
れ
る
人
が
友　
　
　
　
　
　

百
代

友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
弾
む
日
曜
日　
　
　
　
　
　

一
女

い
い
友
で
い
た
い
程
よ
い
車
間
距
離　
　
　
　

ト
ク
ヱ

友
達
よ
お
ぼ
え
て
い
る
か
私
で
す　
　
　
　
　

て
ま
り

年
一
度
残
っ
た
人
で
食
事
会　
　
　
　
　
　
　

登
志
恵

イ
ン
テ
リ
風
の
眼
鏡
の
友
が
又
素
敵　
　
　
　

き
く
み

胸
三
寸
へ
治
め
友
と
の
長
つ
づ
き　
　
　
　
　
　

栄
華

活
躍
す
る
友
に
ふ
る
さ
と
か
ら
エ
ー
ル　
　
　

ツ
タ
ヱ

た
だ
一
つ
の
喜
び
友
と
す
る
旅
行　
　
　
　
　
　

律
子

花
の
根
を
広
げ
て
花
の
友
が
出
来　
　
　
　
　
　
　

暁

本
当
の
友
は
本
音
で
言
っ
て
く
れ　
　
　
　
　
　

一
会

◆
城
辺
短
歌
会

何
を
し
よ
う
と
思
い
て
部
屋
に
入
り
し
か
思
い
出
せ
ず
ま
た
出
で
て
来
ぬ　
　
　
　

土
居　
　

清

亡
く
な
り
し
同
級
生
へ
読
む
弔
辞
「
天
国
で
元
気
に
遊
ん
で
下
さ
い
」　
　
　
　
　

吉
田　

信
保

朝
朝
に
見
ま
わ
る
丹
精
の
茄
子
ト
マ
ト
生
き
い
き
伸
び
て
花
を
つ
け
た
り　
　
　
　

倉
田
美
津
枝

う
ぐ
い
す
の
声
を
聞
き
つ
つ
新
茶
摘
む
並
び
て
摘
み
し
祖
母
・
母
恋
い
し　
　
　
　

藤
森
多
摩
子

旅
行
バ
ス
に
軍
人
勅
諭
暗
誦
し
平
和
喜
び
し
老
い
の
死
を
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
三
千
代

後
期
高
齢
者
医
療
の
説
明
聞
き
て
を
り
負
担
の
重
く
な
り
て
ゆ
く
く
ら
し　
　
　

松
比
良
ス
ミ
子

窓
ご
し
に
見
る
雨
あ
し
の
強
く
な
り
部
屋
に
こ
も
れ
ば
ひ
と
日
が
長
し　
　
　
　
　

長
田
ハ
ル
子

気
軽
に
乗
る
自
転
車
も
こ
れ
か
ら
は
要
注
意
ペ
ダ
ル
も
徐
々
に
重
く
な
り
ゆ
く　
　

佐
野　

松
代

夫
と
二
人
桜
の
下
で
始
め
た
る
ラ
ジ
オ
体
操
曲
に
合
わ
ざ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
上　

明
美

露
に
ぬ
れ
て
開
き
し
赤
き
薔
薇
二
輪
手
わ
た
し
く
れ
ぬ
窓
の
外
よ
り　
　
　
　
　
　

前
田　
　

充

　

南
宇
和
自
動
車
教
習
所
で
は
、

次
の
と
お
り
教
習
用
車
両
と
し
て

使
用
し
て
い
な
い
車
を
格
安
で
売

却
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
７

月
15
日
（
火
）
ま
で
に
南
宇
和
自
動

車
教
習
所（
℡
７
２
―

０
５
９
３
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望

者
多
数
の
場
合
は
、
入
札
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
車
種
名

　

ト
ヨ
タ
マ
ー
ク

（
２
０
０
０
㏄
）

○
年
式

　

平
成
９
年
９
月

○
車
検
満
了
日

　

平
成
20
年
９
月
10
日

○
走
行
距
離

　

約
８
８
，０
０
０
㎞

日　時　７月19日（土）
　　　　13：00～15：00
場　所　愛南町鹿島（コーラルビーチ）
参加費　５００円（渡航費は各自負担）
　※雨天決行荒天中止
申込方法　電話・ハガキ等
申込締切　７月14日（月）まで
申込先　愛媛県南宇和郡愛南町
　　　　船越1289番地1
詳しくは、西海支所地域振興課
℡８２－１１１１へ。
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

建
設
課
か
ら

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ
！

（５月受付分）

（５月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう

生
涯
学
習
課
か
ら

な
つ
か
し
の
優
秀
映
画

鑑
賞
会
の
お
し
ら
せ
！

訂正とお詫び

　広報「あいなん」６月号で掲載した一本松地域正木地区の行

政協力員は、樋口展
のぶ

明
あき

さんではなく、立石一
かず

男
お

さんでした。ま

た、一本松地域下組第一地区の副行政協力員が樋口展
のぶ

明
あき

さんで

した。訂正してお詫びします。

日
時　

８
月
８
日（
金
）

午
前
６
時
か
ら
１
時
間
程
度

※
当
日
、
台
風
等
の
警
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、８
月
18
日（
月
）に
延
期

コ
ー
ス

自
由
コ
ー
ス　

あ
な
た
の
近
く
の
道
を
歩

き
な
が
ら
清
掃
し
ま
す
。

モ
デ
ル
コ
ー
ス　

①
道
の
駅
コ
ー
ス

道
の
駅
「
み
し
ょ
う

Ｍ
Ｉ
Ｃ
」
周
辺
を
各
自

１
時
間
程
度
清
掃
し
、

道
の
駅
に
集
合
し
ま
す
。

小
中
学
生
コ
ー
ス　

各
校
が
決
め
る
コ
ー

ス

そ
の
他　

清
掃
用
具
等
は
、
各
自
で
用
意
。

自
由
コ
ー
ス
の
ご
み
処
理
は
、

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み
、
問
い
合
わ
せ

　

は
が
き
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
参
加
代
表
者
の

氏
名
、
参
加
者
数
、
電
話
番
号
を
、
小
中

学
校
は
団
体
・
学
校
名
を
明
記
の
上
、
次

へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月
28

日（
月
）必
着
で
す
。

〒
７
６
２
―

８
５
５
４

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
２
―

１

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
17
階

「
88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
」
事
務
局

℡
０
８
７
―

８
２
１
―

３
５
１
０

（
９
時
〜
17
時
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

℻
０
８
７
―

８
２
１
―

３
５
１
２
、

E-m
ail

8
8
w
alk@
skr.m

lit.go.jp

　

次
の
と
お
り
、
日
本
映
画
を

代
表
す
る
溝
口
健
二
監
督
の
作

品
を
上
映
し
ま
す
の
で
、
皆
様
、

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
、

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
２
日（
土
）

８
時
45
分
〜
17
時
30
分

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

上
映
内
容

①
雨
月
物
語

（
８
時
45
分
〜
10
時
25
分)

②
近
松
物
語

（
10
時
30
分
〜
12
時
15
分)

③
山
椒
大
夫

（
13
時
〜
15
時
05
分)

④
西
鶴
一
代
女

　
　

（
15
時
10
分
〜
17
時
30
分)

入
場
料

　

入
場
料
は
、
一
人
５
０
０
円

で
全
て
の
映
画
が
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習

課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西鶴一代女
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　今号の注目記事は「ふる
さとづくり基金」制度の創
設です。皆さんは「ふるさ
と」という言葉から、どん
なことを連想されますか ?
愛する家族であったり、幼
少の頃に親しんだ川や海と
いった自然環境であったり
と、人それぞれに温かい気
持ちになる言葉ではないで
しょうか。その「ふるさと」
への思いを形にした制度が
「ふるさとづくり基金」で
す。  
　今後は、納税者が「生ま
れ育った地域」「温かい持
て成しをしてくれた地域」
等、それぞれの「ふるさと」
に対して、出資するという
形でその地域の活性化を側
面的に支援する。そんな新
しい行政への住民参加が可
能になります。その動きが
活発になればいいなあと思
います。
　愛南町には、お接待を始
めとする遍路文化の根付く
豊かな人情や美しい海岸
線、希少生物が生息する御
荘湾等、全国に誇れる「宝
物」がいっぱいあります。
　その「宝」を磨き、後世
に伝えていくことが、地域
に暮らす私たちの使命であ
り、役割だと認識していま
す。今後、町外の人々との
絆づくりも重要になってく
ると思われます。
　皆さんの「ふるさと」愛南
町を、皆さんで応援してほ
しいと願っています。

　昨年、開催された「ワンディ由

良ツアー」( ショートコース ) の様

子です。7月に入ると、海はキラキ

ラ輝き、シーカヤックやスノーケ

リングなど、愛南ブルーに魅せら

れた人々で賑わいを見せます。今

年は「ワンディ由良ツアー」( ショー

トコース ) が 7月 26 日・27 日、「ワ

ンディ塩子島ツアー」が 8月 9日・

10 日に開催されます。皆さんも、

是非、愛南ブルーを満喫してくだ

さい !

愛南町の人口
（平成２０年６月１日現在）

世帯数　11,084 戸　
人口　   26,413 人
　男　   12,344 人
　女      14,069 人

愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。

皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

愛は南から
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